
 

区政活動等をアップしています。Facebook Twitter で「こしば新」と検索してみてください。 
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自由民主党 

東京都品川区第三十四支部 

〒140-0014 

品川区大井 5-6-2-101 

☎ 090-6106-2272 
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※ご希望の方には新聞をお届け

致しますので、ご連絡願います。 

ご相談や区政へ

のご意見をお聞

かせ下さい。 

☜ぜひラインも 

一
般
質
問
に
て 

第
二
回
定
例
会
の
二
日
目
に
一

般
質
問
に
臨
み
ま
し
た
。
以
下
は

質
問
と
答
弁
の
要
約
と
な
り
ま

す
。 口

腔
の
健
康 

本
区
は
成
人
・
高
齢
者
歯
科
検
診

を
進
め
、
区
民
の
口
腔
健
康
の
維

持
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
国
で
も

「
国
民
皆
歯
科
検
診
」
に
向
け
、

就
労
世
代
の
受
診
機
械
拡
大
や

歯
周
病
対
策
の
強
化
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
本
区
が
健
康
寿
命

の
延
伸
と
医
療
費
の
適
正
化
を

図
る
た
め
に
は
、
こ
う
し
た
国
の

動
き
を
踏
ま
え
た
施
策
の
強
化

が
求
め
ら
れ
る
。
ま
ず
、
歯
科
検

診
の
受
診
率
向
上
。
若
年
層
や
就

労
世
代
で
は
平
日
昼
の
受
診
が

難
し
く
、
受
診
率
は
約
一
０
％
に

と
ど
ま
っ
て
い
る
。
夜
間
・
休
日
対

応
の
歯
科
医
院
と
の
連
携
や
、

L
IN

E
に
よ
る
受
診
リ
マ
イ
ン
ド

な
ど
、
デ
ジ
タ
ル
と
地
域
資
源
を

組
み
合
わ
せ
た
支
援
を
進
め
る

必
要
が
あ
る
。 

次
に
就
労
世
代
の
歯
周
病
対
策
。 

国
は
企
業
検
診
で
歯
周
病
検
査

を
行
う
事
業
者
を
支
援
す
る
制

度
を
開
始
。
本
区
と
し
て
も
企
業

へ
の
制
度
周
知
や
活
用
支
援
を
進

め
、
企
業
検
診
と
歯
科
検
診
を
同

時
に
行
う
モ
デ
ル
事
業
、
助
成
制

度
な
ど
独
自
の
後
押
し
を
検
討

す
べ
き
。 

さ
ら
に
、
国
民
健
康
保
険
の
特
定

健
診
に
歯
周
病
検
査
を
導
入
す

る
こ
と
は
、
生
活
習
慣
病
の
重
症

化
予
防
や
医
療
費
抑
制
に
直
結
。 

歯
科
医
師
会
と
連
携
し
た
同
日

健
診
の
モ
デ
ル
事
業
や
受
診
者
へ

の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
付
与
な
ど
、
受

診
率
向
上
に
つ
な
が
る
支
援
策
の

導
入
が
期
待
さ
れ
る
。
。
本
区
が

国
の
動
き
を
先
取
り
し
、
区
民
の

口
腔
健
康
を
生
涯
に
わ
た
り
守

る
た
め
の
積
極
的
な
施
策
展
開

を
求
め
る
。 

以
上
の
質
問
に
対
し
て
区
は 

本
区
は
歯
科
検
診
の
対
象
拡
大

を
進
め
て
き
た
が
、
受
診
率
は
約

一
〇
％
と
低
く
、
区
民
の
４
割
が

健
診
を
い
な
い
こ
と
が
課
題
。
こ

れ
ま
で
通
知
や
広
報
、
無
料
ク
リ

ー
ニ
ン
グ
で
受
診
促
進
を
図
っ
て

き
た
が
、
今
後
はS

N
S

やL
IN

E

を
活
用
し
、
口
腔
の
健
康
を
自
分

事
と
し
て
捉
え
て
も
ら
う
働
き
か

け
を
強
化
す
る
。
企
業
健
診
と
の

連
携
や
特
定
健
診
と
の
相
互
勧

奨
、
早
期
受
診
者
へ
の
イ
ン
セ
ン
テ

ィ
ブ
な
ど
も
進
め
、
受
診
環
境
の

改
善
と
受
診
率
向
上
を
目
指
す

と
答
弁
。 

      

町
会
自
治
会
支
援 

本
区
に
は
二
百
を
超
え
る
町
会
、

自
治
会
が
地
域
を
支
え
て
き
た

が
、
高
齢
化
や
役
員
の
固
定
化
、

加
入
率
の
伸
び
悩
み
に
よ
り
、
活

動
量
や
担
い
手
確
保
の
格
差
が
拡

大
し
て
い
る
。
周
知
は
町
会
長
会

議
や
回
覧
板
が
中
心
で
、
共
働
き

世
帯
や
マ
ン
シ
ョ
ン
住
民
に
は
届

き
に
く
く
、
行
政
支
援
が
十
分
に

活
用
さ
れ
な
い
課
題
も
あ
る
。
そ

こ
で
、
課
題
に
応
じ
た
伴
走
支
援

や
町
会
同
士
が
学
び
合
う
「
交
流

ラ
ボ
」
の
創
設
を
提
案
し
た
い
。 

成
功
事
例
の
共
有
や
若
年
層
参

加
の
促
進
に
つ
な
が
る
仕
組
み
と

し
て
、
区
の
見
解
を
伺
い
た
い
。
質

問
に
対
し
て
区
は
品
川
区
に
は
二

百
一
の
町
会
・
自
治
会
が
あ
り
地

域
の
防
災
や
交
流
を
支
え
て
き

た
。
し
か
し
役
員
の
高
齢
化
や
担

い
手
不
足
が
進
み
、
従
来
の
活
動

が
難
し
く
な
る
例
も
出
て
い
る
。 

区
は
地
域
セ
ン
タ
ー
職
員
に
よ
る

相
談
対
応
や
専
門
コ
ン
サ
ル
に
よ

る
伴
走
型
支
援
を
導
入
し
、
町
会

同
士
の
話
し
合
い
を
通
じ
た
課
題

解
決
を
後
押
し
し
て
い
る
。
解
決

事
例
の
共
有
や
交
流
会
も
進
め
、

活
動
格
差
の
縮
小
を
図
る
。 

世
田
谷
区
な
ど
で
行
わ
れ
る
「
交

流
ラ
ボ
」
に
近
い
取
り
組
み
と
し

て
、
区
は
今
後
も
地
域
セ
ン
タ
ー

を
活
用
し
、
町
会
・
自
治
会
の
活

性
化
に
向
け
た
支
援
を
強
化
し

て
い
く
方
針
を
と
る
と
の
こ
と
で

し
た
。 
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賃
貸
マ
ン
シ
ョ
ン
と

防
災
に
つ
い
て 

品
川
区
で
は
人
口
増
と
単
身
・
若

年
層
の
流
入
に
よ
り
、
共
同
住
宅

が
８
割
を
占
め
、
老
朽
化
し
た
賃

貸
マ
ン
シ
ョ
ン
も
多
い
。
外
国
人
住

民
も
増
え
、
防
災
情
報
が
届
き
に

く
い
構
造
的
課
題
が
顕
在
化
し
て

い
る
。
特
に
賃
貸
で
は
管
理
主
体

が
不
明
確
な
物
件
が
多
く
、
災
害

時
に
行
政
が
連
絡
で
き
な
い
リ
ス

ク
が
指
摘
さ
れ
る
。
住
民
の
入
れ

替
わ
り
も
早
く
、
町
会
・
自
治
会

の
防
災
情
報
が
共
有
さ
れ
な
い
ま

ま
災
害
を
迎
え
る
恐
れ
が
あ
る
。

耐
震
化
や
設
備
更
新
の
遅
れ
も

課
題
で
、
区
の
助
成
制
度
の
活
用

や
「
防
災
の
見
え
る
化
」
制
度
の

普
及
が
求
め
ら
れ
る
。
災
害
弱
者

と
な
り
や
す
い
賃
貸
住
民
を
守
る

た
め
、
区
に
対
し
マ
ン
シ
ョ
ン
台
帳

整
備
や
入
居
時
の
防
災
情
報
提

供
な
ど
、
実
効
性
の
あ
る
防
災
力

向
上
策
を
問
い
ま
し
た
。
質
問
に

対
し
て
品
川
区
は
災
害
時
の
在

宅
避
難
を
基
本
と
し
、
マ
ン
シ
ョ
ン

の
防
災
力
向
上
に
向
け
て
防
災

チ
ェ
ア
配
布
や
防
災
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
派
遣
な
ど
を
進
め
て
い
る
。
し

か
し
賃
貸
マ
ン
シ
ョ
ン
は
管
理
主

体
が
不
明
確
な
物
件
も
多
く
、
区

が
情
報
を
把
握
で
き
ず
住
民
へ
の

周
知
が
届
き
に
く
い
課
題
が
あ
る
。

入
居
時
の
防
災
情
報
提
供
も
管

理
体
制
の
違
い
か
ら
統
一
が
難
し

く
、
区
は
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
や
防
災
ア

プ
リ
で
直
接
情
報
発
信
を
強
化

し
て
い
る
。
耐
震
改
修
の
助
成
利

用
は
少
な
く
、
設
備
更
新
の
遅
れ

も
課
題
。
区
は
都
制
度
の
周
知
や

相
談
支
援
を
通
じ
、
賃
貸
を
含
む

マ
ン
シ
ョ
ン
全
体
の
防
災
力
向
上

を
図
る
方
針
を
示
し
ま
し
た
。 

地
域
交
通
に
つ
い
て 

品
川
区
で
は
今
年
２
月
、
大
井
町

駅
と
青
物
横
丁
・
立
会
川
方
面
を

結
ぶ
京
急
バ
ス
の
路
線
が
撤
廃
さ

れ
地
域
か
ら
「
ア
ク
セ
ス
が
大
幅

に
悪
化
し
た
」
と
の
声
が
相
次
い

で
い
る
。
高
齢
者
や
障
害
の
あ
る

住
民
に
と
っ
て
移
動
は
福
祉
サ
ー

ビ
ス
に
直
結
し
、
交
通
網
の
変
化

は
生
活
基
盤
を
揺
る
が
す
重
大

な
問
題
だ
。
一
方
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
の
試
行
運
行
は
一
定
の
成
果

を
上
げ
て
い
る
も
の
の
、
坂
の
多
い

地
域
や
駅
か
ら
離
れ
た
エ
リ
ア
で

は
交
通
不
便
が
依
然
残
る
。
民
間

事
業
者
の
判
断
に
左
右
さ
れ
る

現
状
を
踏
ま
え
、
区
に
は
住
民
の

移
動
実
態
を
把
握
し
、
需
要
を
可

視
化
し
た
上
で
新
た
な
交
通
手

段
の
導
入
や
ル
ー
ト
改
善
を
進
め

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
地
域
交

通
を
福
祉
の
イ
ン
フ
ラ
と
位
置
づ

け
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
機
能
拡

充
や
西
大
井
本
通
り
の
利
便
性

向
上
な
ど
区
の
今
後
の
方
針
を

問
う
。
以
下
の
質
問
に
対
し
品
川

区
は
、
路
線
バ
ス
廃
止
な
ど
交
通

環
境
の
変
化
を
受
け
、
区
民
ア
ン

ケ
ー
ト
や
移
動
デ
ー
タ
分
析
で
地

域
の
交
通
実
態
を
把
握
し
、
公
共

交
通
の
改
善
に
生
か
す
方
針
を

示
し
た
。
西
大
井
本
通
り
は
道
路

が
狭
く
「
し
な
バ
ス
」
が
走
れ
な
い

た
め
、
交
通
課
題
が
残
る
地
域
と

し
て
今
後
検
討
を
進
め
る
と
い
う
。

「
し
な
バ
ス
」
は
福
祉
面
で
も
一

定
の
役
割
が
あ
る
た
め
試
行
運

行
を
続
け
て
お
り
、
今
後
は
「
し

な
る
ん
」
の
実
証
結
果
や
区
民
の

声
を
踏
ま
え
、
区
全
体
の
交
通
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
総
合
的
に
見
直
し

て
い
く
と
答
弁
。 

夏
の
電
力
高
騰
対
策 

品
川
区
は
ホ
ル
ム
ズ
海
峡
封
鎖
に

よ
る
電
力
高
騰
を
受
け
、
一
世
帯

４
０
０
０
円
を
支
給
す
る
緊
急
支

援
を
決
定
し
た
。
し
か
し
、
申
請

方
法
に
よ
っ
て
支
給
時
期
に
大
き

な
差
が
生
じ
る
点
が
課
題
と
な
っ

て
い
る
。Lin
e

申
請
は
即
日
入
金

が
可
能
な
一
方
、
紙
申
請
は
審
査

に
時
間
が
か
か
り
、
支
給
が
１
２

月
以
降
に
な
る
見
込
み
だ
。
ス
マ

ホ
操
作
が
苦
手
な
高
齢
者
ほ
ど

支
援
が
遅
れ
る
逆
転
現
象
が
懸

念
さ
れ
、
行
政
支
援
の
公
平
性
が

問
わ
れ
て
い
る
。
質
問
で
は
、紙
申

請
が
遅
れ
る
理
由
、
処
理
体
制
の

強
化
策
、
そ
し
て
今
後
同
様
の
給

付
で
支
給
時
期
の
格
差
を
生
ま

な
い
制
度
設
計
を
ど
う
進
め
る
の

か
、
区
の
見
解
を
求
め
ま
し
た
。 

以
下
の
質
問
に
対
し
て
森
澤
区

長
は
品
川
区
は
、
国
際
情
勢
に
よ

る
物
価
高
騰
と
猛
暑
の
見
込
み

を
踏
ま
え
、
区
民
の
生
活
と
健
康

を
守
る
た
め
、
一
世
帯
４
０
０
０

円
の
電
気
・
ガ
ス
料
金
支
援
を
実

施
す
る
。
電
子
申
請
は
最
短
当
日

に
給
付
で
き
る
一
方
、
紙
申
請
は

二
重
給
付
防
止
の
た
め
時
間
が

か
か
り
、
当
初
は
１
２
月
開
始
予

定
で
し
た
が
、
議
会
を
は
じ
め

様
々
な
声
、
事
務
手
順
の
見
直
し

に
よ
り
約
１
か
月
前
倒
し
す
る
方

針
と
な
っ
た
。
今
後
の
給
付
事
務

で
は
、
迅
速
で
コ
ス
ト
が
低
い
電

子
申
請
を
積
極
活
用
し
、
ス
マ
ホ

操
作
支
援
も
進
め
る
。
今
回
の
事

業
で
寄
せ
ら
れ
た
区
民
の
意
見

や
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
分
析
し
、

制
度
改
善
に
つ
な
げ
て
い
く
考
え

を
示
し
ま
し
た
。 

不
登
校
に
つ
い
て 

品
川
区
の
不
登
校
児
童
生
徒
数

は
八
百
人
超
と
十
年
前
の
約
四

倍
に
増
加
。
質
問
で
は
、
学
校
は

学
力
だ
け
で
な
く
社
会
性
や
困

難
へ
の
向
き
合
い
方
を
学
ぶ
場
で

あ
り
、
支
援
も
最
終
的
に
学
校
復

帰
を
視
野
に
入
れ
る
べ
き
だ
と
指

摘
。
マ
イ
ス
ク
ー
ル
や
オ
ン
ラ
イ
ン

支
援
が
「
居
場
所
化
」
し
挑
戦
す

る
機
会
が
不
足
す
る
懸
念
を
示

し
、
段
階
的
な
復
帰
支
援
の
設
計

を
求
め
ま
し
た
。ま
た
、保
護
者
の

不
安
が
不
登
校
に
影
響
す
る
点

か
ら
、
親
へ
の
支
援
強
化
に
つ
い
て

区
の
方
針
を
問
い
ま
し
た
。
こ
の

質
問
に
対
し
て
教
育
長
は
不
登

校
支
援
の
目
標
は
子
ど
も
の
主

体
的
な
自
立
で
あ
り
、
安
心
し
て

学
べ
る
環
境
づ
く
り
が
重
要
。
給

食
や
行
事
参
加
な
ど
段
階
的
な

挑
戦
機
会
で
非
認
知
能
力
を
育

て
復
帰
を
促
す
。
保
護
者
に
は
相

談
支
援
や
学
び
の
機
会
を
提
供

し
、
家
庭
で
の
適
切
な
対
応
を
後

押
し
す
る
方
針
と
答
弁
。（
了
） 


